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本
稿
は
、
今
日
「
詩
聖
」
と
い
う
名
を
冠
し
て
い
る
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
）
の
詩
が
如
何
に
残
さ
れ
た
の

か
を
当
時
の
社
会
状
況
と
杜
甫
の
生
活
や
行
動
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
詩
家
自
覚
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
そ
の
可
能

性
を
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
詩
家
自
覚
を
杜
甫
自
身
の
「
詩
を
残
す
、
詩
を
伝
え
る
」
こ
と
と
捉
え
、「
宮
廷
の

書
庫
に
保
管
す
る
こ
と
」、「
寺
院
等
へ
保
管
す
る
こ
と
」、「
友
人
に
託
す
こ
と
」、「
援
助
者
に
託
す
こ
と
」、「
詩

人
仲
間
に
託
す
こ
と
」、「
家
族
に
託
す
こ
と
」
の
六
つ
の
可
能
性
を
挙
げ
た
。
そ
の
中
で
「
家
族
に
託
す
こ
と
」

の
可
能
性
が
、「
①
子
ど
も
に
託
す
こ
と
」、「
②
家
族
に
託
す
こ
と
」、「
③
家
族
を
増
や
す
こ
と
」
の
三
つ
の
観

点
か
ら
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
の
実
現
に
向
け
て
、
杜
甫
が
当
時
の
社
会
情
勢
や
息
子
た
ち
の
特
性
を

見
極
め
て
、
そ
の
時
点
で
の
選
択
肢
を
考
慮
し
つ
つ
、
死
に
至
る
ま
で
行
動
を
続
け
た
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
杜

甫
の
行
動
の
根
底
が
「
詩
家
自
覚
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
最
終
的
に
自
身
の
「
詩
集
」
を
後
世
に
残
し
、
伝
え
る
こ

と
を
実
現
さ
せ
た
と
考
え
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
‥
詩
家
自
覚
　
采
詩
の
官
　
宗
文
　
宗
武
　
虁
州



56

杜甫の「詩家自覚」異説〈論文〉

一
．
問
題
の
所
在

軒
轅
休
製
律
，
虞
舜
罷
彈
琴
。
尚
錯
雄
鳴
管
，
猶
傷
半
死
心
。

聖
賢
名
古
邈
，
羇
旅
病
年
侵
。
舟
泊
常
依
震
，
湖
平
早
見
參
。

　
　
　
　（
中
略
）　
　
　
　
　
　
　

畏
人
千
里
井
，
問
俗
九
州
箴
。
戰
血
流
依
舊
，
軍
聲
動
至
今
。

葛
洪
尸
定
解
，
許
靖
力
難
任
。
家
事
丹
砂
訣
，
無
成
涕
作
霖

「
風
疾
舟
中
伏
枕
書
懷
三
十
六
韻
奉
呈
湖
南
親
友
」

　
こ
れ
は
唐
の
詩
人
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
）
の
絶
筆
と
さ
れ
る
詩

（
初
め
の
八
句
と
後
八
句
）
で
あ
る
。
最
後
の
二
句
「
家
事
丹
砂
訣
，

無
成
涕
作
霖
」（
家
事
と
丹
砂
の
訣
、
成
る
こ
と
無
く
し
て
涕
は
霖
を

作
す
）
は
、「
私
は
家
族
の
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
も
仙
薬
を
つ
く
る

秘
訣
（
隠
遁
す
る
こ
と
）
も
何
ひ
と
つ
成
就
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、

涙
は
長
雨
の
よ
う
に
い
つ
ま
で
も
流
れ
続
け
る
の
だ
」
と
う
た
い
、
潭

州
か
ら
岳
州
間
の
洞
庭
湖
上
に
客
死
し
た
と
い
う
。
今
日
「
詩
聖
」
と

称
え
ら
れ
る
杜
甫
に
し
て
は
、
何
と
も
相
応
し
く
な
い
死
で
あ
っ
た
。

大
暦
五
年
、
五
十
九
歳
で
あ
っ
た

(

注
１)

。
こ
の
こ
と
は
一
般
に
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
杜
甫
の
亡
骸
は
岳
陽
に
仮
埋
葬
さ

れ
る
が
、
四
十
年
後
、
孫
の
杜
嗣
業
に
よ
っ
て
亡
骸
が
故
郷
洛
陽
郊
外

の
首
陽
山
に
移
さ
れ
る
途
次
、
江
陵
に
て
元
稹

(

注
２)

に
墓
碑
銘
を
依

頼
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に
杜
甫
が
賞
揚
さ
れ
る
大
き
な
一
因
に
も

な
る
。

　
さ
て
、
そ
の
墓
碑
銘
「
唐
故
工
部
員
外
郎
杜
君
墓
係
銘
」（
全
唐
文

巻
六
五
四
）
に
は
、そ
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
長
文
に
亘
る
た
め
、

抜
粋
し
て
示
す
。

予

欲
條
析
其
文
，
體
別
相
附
，
與
來
者
為
之
準
。
特
病
懶
未
就
，

　
　（
中
略
）

嗣
子
曰
宗
武
，
病
不
克
葬
，
歿
命
其
子
嗣
業
。
嗣
業
以
家
貧
無
以

給
喪
，
收
拾
乞
丐
，
焦
勞
晝
夜
，
去
子
美
歿
後
餘
四
十
年
，
然
後

卒
先
人
之
誌
，
亦
足
為
難
矣
。

　
元
稹
は
、
早
く
か
ら
杜
甫
の
詩
を
読
み
、
こ
れ
を
分
類
し
編
集
し
後

世
に
残
し
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
病
や
懶
の
た
め
に
果
た
せ
な
い
で

い
た
。
嗣
業
は
杜
甫
の
次
男
宗
武
の
子
で
あ
っ
た
。
病
に
倒
れ
た
父
に

代
わ
り
貧
し
い
中
懸
命
に
働
き
こ
の
こ
と
を
成
就
さ
せ
た
と
い
う
。
杜

甫
に
続
き
、
子
孫
も
大
変
苦
労
し
た
の
で
あ
っ
た
。
長
男
の
宗
文
の
こ

と
は
、
こ
こ
に
は
記
載
が
な
い
。

　
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
元
稹
が
こ
の
墓
碑
銘
の
中
で
、
杜
甫
を
称

賛
で
き
る
の
は
、
そ
の
詩
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
杜
甫
の
詩
が
後
世
に
伝
わ
り
残
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、

し
か
も
、
愛
読
者
も
多
く
い
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
も
う
一
つ
、
詩
集
自
体
は
今
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
樊
晃

(

注
３)

の
編

纂
し
た
杜
甫
の
詩
集
『
杜
工
部
小
集
』
の
序
に
、
次
の
一
節
が
あ
る
。
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（
前
略
）　
文
集
六
十
巻
、
行
於
江
漢
之
南
　（
中
略
）　
江
左
詞
人

所
傳
誦
者
、
皆
公
之
戲
題
劇
論
耳
、
曾
不
知
君
有
大
雅
之
作
、
當

今
一
人
而
已
。
今
採
其
遺
文
凡
二
百
九
十
篇
、
各
以
事
一
作
志
類
。

分
爲
六
巻
、
且
行
於
江
左
。
君
有
子
宗
文
、
宗
武
。
近
知
所
在
、

漂
寓
江
陵
、
冀
求
其
正
集
、
續
當
論
次
云
。

　
と
、
杜
甫
の
文
集
は
六
十
巻
あ
り
、
江
漢
の
南
に
普
及
し
て
い
た
こ

と
。
ま
た
、
江
左
の
詞
人
た
ち
は
杜
甫
の
戯
題
劇
論
を
伝
承
し
、
大
雅

の
作
品
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
の
小
集
が
お
よ

そ
二
九
〇
篇
（
六
巻
）
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
杜
甫

の
子
で
あ
る
宗
文
、
宗
武
が
江
陵
に
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
そ

の
正
集
を
手
に
入
れ
た
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
杜
甫
の
詩
、
詩
集
は
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
後
半
生
の
流
浪
、
貧
窮
生
活
の
中
で
、
杜
甫
は
自
身
の
詩
集
を
次

代
に
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の
社
会
状
況
と
杜
甫
の

生
活
を
鑑
み
れ
ば
、
殆
ど
奇
跡
に
近
い
こ
と
で
あ
る
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
に
詩
が
伝
え
ら
れ
、
残
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
詩
家
の
自
覚
と
し
て
杜
家
の
伝
統
と
し
て
、
詩
を
残
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
、
杜
甫
の
詩
の
中
で
仰
々
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
た
た

め
に
見
失
い
が
ち
で
あ
っ
た
「
子
や
家
族
に
伝
え
、
残
す
」
と
い
う
視

点
か
ら
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

二
．
詩
家
と
生
活

　「
詩
家
」
と
い
う
言
葉
は
、
杜
甫
の
詩
中
に
五
例
あ
る
。
下
線
は
稿

者
（
以
下
同
じ
）。

一
、
示
我
百
篇
文
，
詩
家
一
標
準
。	

「
贈
鄭
十
八
賁
（
雲
安
令
）」

二
、
載
聞
大
易
義
，
諷
興
詩
家
流
。	「
毒
熱
寄
簡
崔
評
事
十
六
弟
」

三
、
吾
人
詩
家
秀
，
博
采
世
上
名
。	

「
同
元
使
君
舂
陵
行
」

四
、
詩
家
筆
勢
君
不
嫌
，
詞
翰
升
堂
為
君
掃
。	

「
醉
歌
行
」

五
、
史
閣
行
人
在
，
詩
家
秀
句
傳	

「
哭
李
尚
書
」

　
こ
れ
ら
の
用
例
を
み
れ
ば
、「
詩
家
」
と
し
て
詩
を
伝
え
残
す
と
い

う
こ
と
は
、
世
の
中
に
伝
わ
る
名
作
の
詩
を
採
集
し
、
広
く
社
会
に
伝

え
、
世
俗
の
風
紀
を
た
だ
す
と
い
う
よ
う
な
儒
家
的
矜
持
が
感
じ
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
杜
甫
の
姿
の
一
面
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
妥
当

な
見
方
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
も
う
少
し
、
詩
を
伝
え
る
と
い

う
こ
と
、
何
の
た
め
に
詩
を
残
す
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
杜
甫
が
お
か

れ
た
当
時
の
状
況
を
も
と
に
考
え
て
み
た
い
。

　
杜
甫
が
成
都
を
旅
立
っ
た
七
六
五（
永
泰
元
）年
か
ら
そ
の
死
に
至
る

七
七
〇（
大
暦
五
）
年
ま
で
の
状
況
を
古
川
末
喜
が
作
成
し
た
年
表

(

注
４)

か
ら
抜
粋
し
、
再
構
成
し
て
示
す
。
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◆
五
四
歳
　
七
六
五
（
永
泰
元
）
年

　
正
月
髙
適
死
す
。
杜
甫
は
嚴
武
の
死
の
前
に
草
堂
を
去
る
（
長
安
で

検
校
尚
書
工
部
員
外
郎
に
就
任
す
る
た
め
）。
四
月
三
十
日
最
大
の
支

援
者
で
友
人
の
嚴
武
死
す
。
五
月
郭
英
乂
が
嚴
武
の
後
任
と
な
り
、
嚴

武
の
お
気
に
入
り
の
崔
旰
を
殺
そ
う
と
謀
る
。
杜
甫
は
嘉
州
に
下
り
、

戎
州
か
ら
長
江
に
入
り
、
濾
州
を
経
て
渝
州
、
忠
州
、
雲
安
で
病
に
伏

せ
翌
年
三
月
ま
で
滞
在
す
る
。
思
い
が
け
な
い
長
患
い
の
為
、
長
安
に

赴
き
工
部
員
外
郎
に
就
く
可
能
性
が
少
な
く
な
る
。
閏
十
月
、
崔
旰
が

成
都
尹
・
剣
南
節
度
使
の
郭
英
乂
を
殺
す
。
柏
茂
林
、
楊
子
淋
等
が
挙

兵
し
て
崔
旰
を
討
ち
、
蜀
中
が
大
い
に
乱
れ
る
。

　
◆
五
五
歳
　
七
六
六
（
永
泰
二
・
十
一
月
大
暦
と
改
元
）
年

　
春
雲
安
に
あ
り
。
晩
春
三
月
虁
州
に
下
る
。
白
帝
山
の
西
閣
に
住
む
。

虁
州
刺
史
王
崟
は
旧
知
の
間
柄
、
後
任
の
刺
史
は
崔
卿
で
、
杜
甫
の
母

方
の
親
戚
。
自
宅
で
鶏
を
飼
い
、
秋
に
は
チ
シ
ャ
を
作
る
。
晩
秋
か
ら

晩
冬
、
柏
茂
淋
が
虁
州
刺
史
、
防
禦
使
と
し
て
着
任
。
柏
茂
林
は
杜
甫

に
月
俸
を
与
え
る
な
ど
援
助
を
惜
し
ま
ず
、
杜
甫
も
柏
茂
林
の
宴
席
に

連
な
っ
て
詩
の
花
を
添
え
、
上
奏
文
の
代
作
も
す
る
。
こ
の
時
期
、
杜

甫
は
上
京
し
て
工
部
員
外
郎
に
就
く
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
こ
と
（
着

任
期
限
切
れ
）
を
知
り
つ
つ
も
、
ま
だ
夢
を
棄
て
き
れ
な
い
で
い
る
。

　
◆
五
六
歳
　
七
六
七
（
大
暦
二
）
年

　
虁
州
に
あ
り
。
晩
春
、
弟
の
杜
観
が
虁
州
に
来
る
。
夏
、
杜
観
は
藍

田
で
新
妻
を
娶
り
、
冬
に
は
江
陵
に
住
む
。
瀼
西
の
居
宅
は
、
初
め
賃

借
り
し
、
後
に
四
十
畝
果
樹
園
と
と
も
に
購
入
。
現
地
少
数
民
族
の
柏

夷
（
伯
夷
）、
辛
秀
、
信
行
、
阿
段
、
阿
稽
ら
が
使
用
人
と
し
て
杜
甫

の
農
的
生
活
を
支
え
る
。
家
ま
わ
り
の
畑
で
野
菜
作
り
を
し
、
蜜
柑
作

り
の
経
営
農
業
を
始
め
る
。同
時
に
東
屯
の
地
に
自
分
の
稲
田
を
持
ち
、

米
作
り
の
経
営
管
理
を
始
め
る
（
一
説
に
、柏
茂
林
が
杜
甫
に
瀼
西
宅
、

果
樹
園
四
十
畝
を
提
供
し
、
東
屯
の
百
頃
の
公
田
を
管
理
さ
せ
た
と
い

う
）。
夏
、
虎
を
防
ぐ
た
め
の
柵
を
修
理
す
る
。
秋
、
お
そ
ら
く
は
側

室
を
娶
る
（
一
説
で
は
、
妻
の
楊
氏
が
亡
く
な
っ
た
の
で
現
地
の
婦
人

と
再
婚
し
、「
山
妻
」
と
称
し
た
）。
秋
、
稲
田
の
収
穫
の
た
め
に
瀼
西

よ
り
東
屯
に
居
を
移
す
。
瀼
西
の
居
宅
は
姻
戚
（
お
そ
ら
く
娘
婿
）
の

呉
郎
に
貸
し
与
え
る
（「
又
呈
呉
郎
」）。
蜜
柑
を
収
穫
す
る
。

　
◆
五
七
歳
　
七
六
八
（
大
暦
三
）
年

　
南
卿
兄
に
瀼
西
の
果
樹
園
四
十
畝
を
贈
与
す
る
。
正
月
中
旬
、
家
族

を
引
き
連
れ
虁
州
を
去
る
。
巫
山
県
、
峡
州
、
宜
都
、
松
滋
を
経
て
、

二
月
江
陵
に
至
る
。
旧
知
の
鄭
審
、
李
之
芳
と
交
流
す
る
。
江
陵
の
実

力
者
衛
伯
玉
か
ら
の
厚
遇
は
得
ら
れ
ず
。
家
族
を
し
ば
ら
く
当
陽
の
弟

杜
観
の
居
所
に
あ
ず
け
、金
策
の
た
め
武
陵
に
行
く
。
秋
、家
族
を
伴
っ

て
江
陵
を
去
り
、南
の
公
安
に
至
る
。年
末
に
公
安
を
去
り
岳
州
に
到
っ

て
越
年
。
李
之
芳
は
こ
の
秋
、
江
陵
で
死
ぬ
。

　
◆
五
八
歳
　
七
六
九
（
大
暦
四
）
年
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正
月
岳
州
を
去
り
、
潭
州
に
向
か
う
。
洞
庭
湖
に
入
り
、
青
草
湖
に

泊
し
、
湘
水
を
遡
り
、
白
沙
駅
に
宿
る
。
喬
口
、
銅
官
渚
を
過
ぎ
、
新

康
、
双
楓
浦
を
経
て
清
明
節
（
こ
の
年
は
二
月
二
十
二
日
）
頃
、
潭
州

に
至
る
。
左
耳
聞
こ
え
ず
、
右
手
が
麻
痺
し
左
手
で
字
を
書
く
。
岳
麓

山
を
訪
ね
る
。
韋
之
晋
を
頼
る
た
め
に
潭
州
か
ら
南
下
し
て
衡
州
へ
向

か
う
。
韋
之
晋
は
潭
州
刺
史
に
転
任
し
ま
も
な
く
四
月
に
死
ぬ
。
衡
州

で
そ
の
訃
報
を
聞
く
。
秋
、
潭
州
に
引
き
返
し
越
年
。
潭
州
で
は
下
船

し
て
江
閣
で
過
ご
す
。
ま
た
船
上
に
も
城
内
に
も
住
む
。
韋
之
晋
の
後

任
と
し
て
崔
灌
が
潭
州
刺
史
・
湖
南
都
団
練
観
察
処
置
使
と
な
り
善
政

を
行
う
。
杜
甫
は
崔
灌
を
高
く
評
価
。

　
◆
五
九
歳
　
七
七
〇
（
大
暦
五
）
年

　
春
潭
州
に
あ
り
。
夏
四
月
、
湖
南
兵
馬
使
の
臧
玠
が
潭
州
で
乱
を
起

こ
し
、潭
州
刺
史
の
崔
灌
が
殺
さ
れ
る
。
反
乱
を
避
け
て
衡
州
に
赴
く
。

衡
州
か
ら
耒
水
を
遡
っ
て
郴
州
に
向
か
い
、
郴
州
刺
史
代
行
の
崔
偉
を

頼
ろ
う
と
す
る
。
耒
陽
で
洪
水
に
遭
い
五
日
間
船
が
進
ま
ず
食
料
を
欠

く
も
、
耒
陽
県
令
の
聶
氏
よ
り
酒
肉
を
送
ら
れ
難
を
脱
す
。
六
月
臧
玠

の
乱
が
お
さ
ま
り
郴
州
に
は
向
か
わ
ず
、衡
州
か
ら
潭
州
に
帰
る
。
秋
、

潭
州
に
あ
り
。
漢
陽
か
ら
襄
陽
に
行
き
、
さ
ら
に
長
安
に
向
け
て
秋
に

潭
州
を
発
つ
。
冬
、
潭
州
と
岳
州
の
間
で
客
死
す
る
。

　
以
上
、
相
次
ぐ
反
乱
や
内
戦
、
裏
切
り
、
援
助
者
の
死
、
友
人
の
死

な
ど
、
詩
を
残
し
、
詩
を
伝
え
て
い
く
に
は
、
極
め
て
困
難
な
状
況
で

あ
る
と
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

三
．
詩
を
残
す
こ
と
、
伝
え
る
こ
と

　
詩
を
残
す
方
法
に
に
つ
い
て
、
杜
甫
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
だ
ろ

う
か
。
前
述
の
樊
晃
編
『
杜
工
部
小
集
』
序
に
は
、「
文
集
六
十
巻
、

行
於
江
漢
之
南
」
と
あ
っ
た
。
六
十
巻
に
も
及
ぶ
詩
集
は
今
日
現
存
す

る
全
詩
数
一
四
一
八
首
と
一
致
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
現
存
の
詩

の
中
で
、
杜
甫
が
成
都
を
去
り
虁
州
か
ら
湖
南
に
至
る
六
年
間
に
制
作

し
た
も
の
は
、
六
二
一
首
と
、
全
詩
中
の
四
四
％
に
あ
た
る
。
こ
れ
だ

け
の
詩
を
上
述
の
状
況
の
中
で
制
作
し
た
の
は
杜
甫
の
執
念
の
結
果
と

で
も
い
え
よ
う
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
詩
は
、
当
然
杜
甫
が
船
で
各
地
を

移
動
す
る
際
に
携
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詩
を
残
す
、
伝
え
る

と
い
う
観
点
か
ら
考
え
た
場
合
、
筆
写
し
た
複
本
の
存
在
が
考
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
詩
の
中
で
は
、
自
身
の
詩
を
書
き
写
し
て
編

集
す
る
と
い
う
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、「
采
詩
の
官
」
を
自

負
す
る
杜
甫
に
お
い
て
は
、
お
そ
ら
く
い
く
つ
か
の
複
本
を
作
成
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
複
本
が
存
在
し
た
と
措
定
し
、
ど
の

よ
う
に
保
存
し
後
世
に
伝
え
て
い
く
か
。
最
晩
年
の
杜
甫
の
状
況
を
踏

ま
え
て
、
い
つ
く
か
の
可
能
性
を
挙
げ
て
み
た
い
。

　
一
つ
目
は
、
宮
廷
の
書
庫
に
保
管
す
る
こ
と
。
杜
甫
は
、
か
つ
て
集

賢
院
待
制
で
あ
っ
た
と
き
具
に
宮
廷
書
庫
の
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し

て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
数
々
の
書
籍
が
集
め
ら
れ
て
、
筆
写
さ
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れ
た
り
、
或
い
は
校
訂
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
た

(

注
５)

。
役
所
で
の
仕

事
は
多
忙
を
極
め
、
そ
の
整
理
や
管
理
も
な
か
な
か
進
ま
ず
、
仮
に
杜

甫
の
詩
集
が
保
存
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
詩
の
本
質
を
理
解
さ
れ
ず

に
訂
正
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
自
身
の
経
験
か
ら
感
じ

て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
加
え
て
度
重
な
る
戦
乱
に
お
い
て
、
書

庫
も
被
災
し
荒
廃
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
宮
廷
で
の
保
存
が

安
全
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
尚

書
省
の
工
部
員
外
郎
と
し
て
長
安
へ
帰
参
で
き
た
と
し
て
も
、
宮
廷
書

庫
に
保
存
す
る
こ
と
は
絶
対
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
だ
ろ

う
。

　
二
つ
目
は
、
寺
院
等
へ
保
管
す
る
こ
と
。
杜
甫
は
若
い
頃
か
ら
、
特

に
仏
教
へ
の
関
心
が
高
く
、
た
び
た
び
寺
院
を
訪
れ
て
い
る
。
寺
院
に

は
仏
典
の
他
、
様
々
な
書
籍
が
整
理
保
存
さ
れ
て
い
て
、
僧
た
ち
の
学

び
の
拠
点
に
も
な
っ
て
い
た
。
杜
甫
も
科
挙
受
験
前
に
、
江
蘇
、
浙
江

の
地
を
旅
し
寺
院
に
宿
泊
し
て
い
た

(

注
６)

。
お
そ
ら
く
そ
こ
で
受
験
勉

強
を
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
寺
院
も
戦
乱
の
影
響
を
受
け
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
寺
院
に
自
分
の
詩
集
を
保
管
し
て
も
ら
う
こ
と
を
杜
甫

が
考
え
る
こ
と
は
、
極
め
て
可
能
性
の
高
い
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
故
に
、
最
晩
年
の
窮
乏
し
た
状
況
と
な
っ
て
も
各
地
の
寺
院
等
を
訪

ね
る
行
動
を
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
自
身
は
帰
依
で
き
な

か
っ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
仏
教
へ
の
憧
憬
の
思
い
は
持
ち
続
け
て
い
た
に

違
い
な
い
。

　
三
つ
目
は
、
友
人
に
託
す
こ
と
。
杜
甫
が
自
作
の
詩
を
友
人
に
送
る

こ
と
、
手
紙
代
わ
り
に
、
或
い
は
手
紙
に
添
え
て
詩
を
送
る
こ
と
は
何

度
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
友
人
と
は
、
杜
甫
と
利
害
関
係

が
あ
る
も
の
も
い
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

杜
甫
の
詩
の
価
値
を
理
解
で
き
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
単
な
る
詩
と
し
て

し
か
捉
え
ら
れ
な
い
も
の
も
い
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
杜
甫
最
晩
年
の
詩

は
、
詩
律
の
規
則
を
離
れ
た
難
解
な
も
の
と
日
常
生
活
の
細
々
な
こ
と

を
歌
っ
た
詩
に
大
別
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。そ
の
詩
を
受
け
取
っ
た
も
の
、

託
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の
詩
の
本
質
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
大
い
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
珍
重
さ
れ
ず
破
棄
さ
れ
、

理
解
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
伝
わ
っ
て
残
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
杜
甫
は
承
知
済
み
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
い
つ
戦
乱
が
勃
発
し
、
い
つ
命
が
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

う
い
う
半
ば
開
き
直
っ
た
思
い
を
も
ち
つ
つ
、
詩
を
書
き
送
っ
た
の
だ

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
四
つ
目
は
、
援
助
者
に
託
す
こ
と
。
成
都
時
代
の
杜
甫
の
最
大
の
援

助
者
は
嚴
武
（
七
二
六
～
七
六
五
　『
新
唐
書
』
巻
一
二
九
）
で
あ
る
。

嚴
武
な
ら
杜
甫
の
詩
の
価
値
を
知
り
、
し
か
る
べ
き
ル
ー
ト
で
そ
の
詩

集
を
保
管
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
嚴
武
亡
き
あ
と
、
杜
甫
は
援
助
者

を
求
め
て
各
地
を
移
動
す
る
が
、
そ
こ
で
の
実
力
者
た
ち
は
、
杜
甫
の

詩
の
本
質
を
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
杜
甫
を
援
助

す
る
の
は
、
か
つ
て
左
拾
遺
と
し
て
皇
帝
の
そ
ば
に
仕
え
、
今
、
工
部

員
外
郎
を
帯
び
る
郎
官
で
あ
る
杜
甫
が
自
ら
を
讃
え
る
詩
を
作
っ
て
く

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
、
儀
礼
的
な
お
追
従
の
詩
で
あ
っ
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て
も
、
そ
の
中
に
杜
甫
の
学
識
が
見
え
隠
れ
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
も

し
も
後
世
に
残
さ
れ
、
見
識
の
あ
る
人
が
見
れ
ば
、
そ
こ
に
杜
甫
の
真

価
を
見
つ
け
う
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
こ

れ
ら
の
詩
は
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
杜
甫
の
苦
境
と
強
烈
な
自
負
心

を
後
世
の
も
の
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
五
つ
目
は
、
詩
人
仲
間
に
託
す
こ
と
。
詩
人
仲
間
と
友
人
と
の
区
別

は
難
し
い
が
、
こ
こ
で
は
、
後
世
詩
人
と
し
て
名
前
が
残
っ
て
い
る
も

の
た
ち
を
詩
人
仲
間
と
考
え
た
い
。
同
時
代
の
文
学
集
団
を
考
え
る
際

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
に
対
す
る
主
張
の
違
い
が
挙
げ
ら
れ
る
。
杜
甫

の
生
き
た
時
代
、
そ
の
文
学
的
主
張
の
違
い
か
ら
三
つ
の
文
学
集
団
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
に
沿
っ
た
詩
集
を
編
纂
し
て
い
た
と
さ
れ 

る

(

注
７)

。
歌
舞
管
弦
に
か
か
る
も
の
を
よ
し
と
す
る
藻
飾
派
の
『
國
秀

集
』（
芮
廷
章
編
）、虚
飾
を
排
し
た
古
詩
を
尚
ぶ
尚
古
派
の
『
篋
中
集
』

（
元
結
編
）、
そ
の
折
衷
で
あ
る
折
衷
派
の
『
河
岳
英
靈
集
』（
殷
潘
編
）

で
あ
る
。
杜
甫
は
人
間
関
係
か
ら
い
う
と
尚
古
派
と
多
く
人
脈
を
持
っ

て
い
た
。特
に
最
も
讃
え
ら
れ
る
孟
雲
卿
と
は
旧
知
の
親
友
で
あ
っ
た
。

彼
と
は
人
生
の
節
目
節
目
で
再
会
し
、
文
学
論
を
語
り
合
っ
て
い 

る

(

注
８)

。
尚
古
派
が
詩
集
を
編
む
と
き
に
は
、
人
脈
か
ら
い
え
ば
杜
甫

の
詩
が
採
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
脈
は
あ
っ
て

も
詩
作
に
お
け
る
杜
甫
の
文
学
的
主
張
は
尚
古
派
と
は
異
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。
杜
甫
の
生
前
に
は
、
い
わ
ゆ
る
同
時
代
の
文
学
集
団
が
編
集

す
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
詩
集
（「
唐
人
選
唐
詩
」）
に
、
杜
甫
の
詩
は
一
首

も
採
録
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
杜
甫
の
死
後
、
一
三
七
年
た
っ
た

九
〇
七
年
に
韋
莊
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
又
玄
集
』
に
初
め
て
杜
甫

の
詩
が
七
首
、
し
か
も
圧
巻
と
し
て
採
録
さ
れ
た
。
し
か
し
、
採
ら
れ

た
詩
の
殆
ど
は
成
都
時
代
の
も
の
で
、
す
べ
て
平
仄
の
理
に
な
か
っ
た

も
の
で
あ
っ
た

(

注
９)

。
杜
甫
が
晩
年
に
試
み
た
詩
律
の
規
則
を
破
る
作

品
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
杜
甫
が
最
晩
年
に
行
っ
た
文
学
的
挑
戦
は
、

な
か
な
か
同
時
代
の
詩
人
た
ち
に
は
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
状
況
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。
お
そ
ら
く
、杜
甫
も
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
お
り
、

だ
か
ら
こ
そ
、
独
自
の
詩
論
を
展
開
し
、
己
の
文
学
観

(

注
⓾)

を
確
立

し
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
な
ん
と

し
て
も
、
自
分
の
詩
は
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
が
、
実
の
意
味
で
の
「
詩
家
の
自
覚
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
の
最
後
の
方
法
が
、六
つ
目
の
「
家
族
に
託
す
こ
と
」
で
あ
る
。

　
六
つ
目
は
、
家
族
に
託
す
こ
と
。
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
大
前
提
は
、

家
族
が
ず
っ
と
生
き
て
い
け
る
、
家
系
が
続
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

生
き
て
い
く
に
は
生
活
の
糧
が
必
要
で
あ
る
。
任
官
し
て
い
た
時
を
除

き
、
杜
甫
は
生
活
の
糧
の
多
く
を
援
助
者
に
頼
っ
て
い
た
。
自
分
の
死

後
、
こ
の
よ
う
な
生
活
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
杜
甫
は
承

知
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
何
と
か
し
て
家
族
の
た
め
に
生
活
の
基
盤

を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
必
死
に
考
え
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
最
晩
年
の
杜
甫
の
不
可
解
な
行
動
の
中
に
あ
る
生
活
基
盤
構
築
へ
の

試
み
を
次
項
で
は
探
っ
て
み
た
い
。
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四
．
詩
家
の
実
現

　
前
項
の
六
つ
目
と
し
て
「
家
族
に
託
す
こ
と
」
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、

こ
こ
で
は
次
の
三
つ
の
観
点
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。

①
子
ど
も
に
託
す
こ
と
…
自
分
の
息
子
、
宗
文
、
宗
武
に
託
す
こ
と

②
家
族
に
託
す
こ
と
…
自
分
の
兄
弟
姉
妹
あ
る
い
は
娘
婿
（
呉
郎
）

に
託
す
こ
と

③
家
族
を
増
や
す
こ
と
…
妾
を
持
つ
、
夫
人
楊
氏
死
去
→
再
婚
し
、

子
ど
も
を
持
つ
こ
と

　
ま
ず
、
①
子
ど
も
に
託
す
こ
と
。
こ
れ
が
一
番
確
実
な
可
能
性
を
持

つ
。
杜
甫
に
は
、
二
人
の
息
子
が
い
た
。
そ
の
息
子
た
ち
に
、「
詩
家
」

で
あ
る
杜
家
の
家
風
を
継
い
で
欲
し
い
と
考
え
る
こ
と
は
父
親
と
し
て

自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
育
っ
て
き
た
環
境

を
考
え
る
と
、
杜
審
言
を
曾
祖
父
に
持
つ
杜
家
の
家
風
を
引
き
継
ぐ
こ

と
が
で
き
る
だ
け
の
学
び
の
機
会
と
時
間
が
確
保
で
き
た
だ
ろ
う
か
、

ま
た
、実
際
に
引
き
継
げ
る
だ
け
の
技
量
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

詩
に
残
さ
れ
た
息
子
た
ち
の
様
子
を
見
て
い
く
。

　
宗
文
（
長
男
）
は
、
七
五
〇
年
生
ま
れ
、
幼
名
は
熊
児
。
宗
武
（
次

男
）
は
、
七
五
四
年
？
生
ま
れ
か
、
幼
名
は
驥
子
。

　
成
都
時
代
は
杜
甫
の
生
涯
の
中
で
最
も
落
ち
着
い
た
時
期
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。「
江
村
」（
七
六
〇
年
）
に
は
、「
老
妻
畫
紙
為
棋
局
，

稚
子
敲
針
作
釣
鉤
」
と
、
老
い
た
妻
は
紙
に
線
を
書
い
て
碁
盤
を
こ
し

ら
え
、
子
ど
も
た
ち
は
針
を
敲
い
て
釣
り
針
を
作
っ
て
い
る
。
ま
だ
子

ど
も
た
ち
は
幼
か
っ
た
（
宗
文
十
歳
、
宗
武
六
歳
か
）。
だ
が
、
男
子

二
人
は
次
第
に
学
問
を
始
め
る
年
頃
に
な
る
が
、「
屏
跡
三
首
」其
三（
七

六
一
年 

宗
文
十
二
歳
）
に
「
失
學
従
兒
懶
、
長
貧
任
婦
愁
。
百
年
渾

得
酔
、
一
月
不
梳
頭
」
と
あ
り
、
学
問
を
や
め
て
し
ま
う
の
は
、
子
ど

も
の
怠
惰
な
性
格
の
せ
い
で
仕
方
な
い
こ
と
だ
、
長
い
間
の
貧
乏
暮
ら

し
は
妻
を
悲
し
む
ま
ま
に
任
せ
る
他
は
な
い
と
歌
う
。
こ
こ
で
の
子
ど

も
は
長
男
の
宗
文
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
「
人
生
百
年
、
そ
の
間

ず
っ
と
酔
っ
払
っ
て
い
た
い
、
私
は
ひ
と
月
も
頭
を
梳
っ
て
い
な
い
」

と
開
き
直
り
、
長
男
宗
文
の
教
育
に
対
し
て
匙
を
投
げ
て
い
る
か
の
よ

う
な
口
ぶ
り
で
あ
る
。
同
様
の
表
現
が
「
不
離
西
閣
二
首
」
其
一
（
七

六
六
年
冬 

十
六
歳
）
に
も
「
失
學
從
愚
子
，
無
家
任
老
身
。」
の
よ
う

に
あ
る
。

　
一
方
、
次
男
宗
武
に
は
、「
宗
武
生
日
」（
七
六
六
年
正
月 

宗
武
十

三
歳
）
に
お
い
て
、

　
　
詩
是
吾
家
事
，
人
傳
世
上
情
。
熟
精
文
選
理
，
休
覓
綵
衣
輕

と
述
べ
た
り
、「
又
示
宗
武
」（
七
六
八
年
　
宗
武
十
五
歳
）
で
は
、

覓
句
新
知
律
，
攤
書
解
滿
床
。
試
吟
青
玉
案
，
莫
羨
紫
羅
囊
。

假
日
從
時
飲
，
明
年
共
我
長
。
應
須
飽
經
術
，
已
似
愛
文
章
。

十
五
男
兒
志
，
三
千
弟
子
行
。
曾
參
與
游
夏
，
達
者
得
升
堂
。
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と
歌
い
、
大
い
な
る
期
待
が
込
め
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、虁
州
に
お
い
て
も
、杜
甫
は
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
詩
を
作
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は
趣
を
異
に
す

る
。

　
ま
ず
、
宗
文
に
対
し
て
は
「
催
宗
文
樹
雞
柵
」（
七
六
六
年
　
宗
文

十
六
歳
）
と
、
宗
文
に
鶏
を
い
れ
る
柵
を
作
る
よ
う
に
と
促
す
詩
で
あ

る
。

吾
衰
怯
行
邁
，
旅
次
展
崩
迫
。
愈
風
傳
烏
雞
，
秋
卵
方
漫
喫
。

自
春
生
成
者
，
隨
母
向
百
翮
。
驅
趁
制
不
禁
，
喧
呼
山
腰
宅
。

課
奴
殺
青
竹
，
終
日
憎
赤
幘
。

藉
盤
案
翻
，
塞
蹊
使
之
隔
。

牆
東
有
隙
地
，
可
以
樹
高
柵
。
織
籠
曹
其

，
令
入
不
得
擲
。

稀
間
苦
突
過
，
觜
距
還

席
。
避
熱
時
來
歸
，
問
兒
所
為
跡
。

我
寬
螻
蟻
遭
，
彼
免
狐
貉
厄
。
應
宜
各
長
幼
，
自
此
均
勍
敵
。

籠
柵
念
有
修
，
近
身
見
損
益
。
明
明
領
處
分
，
一
一
當
剖
析
。

不
昧
風
雨
晨
，
亂
離
減
憂
慼
。
其
流
則
凡
鳥
，
其
氣
心
匪
石
。

倚
賴
窮
歲
晏
，
撥
煩
及
冰
釋
。
未
似
尸

翁
，
拘
留
蓋
阡
陌
。

　
要
約
す
れ
ば
、
杜
甫
が
長
男
の
宗
文
に
対
し
て
鶏
を
収
容
す
る
柵
を

作
る
よ
う
に
事
細
か
に
命
じ
た
詩
で
あ
る
。
傍
線
部
「
課
奴
殺
青
竹
，

終
日
憎
赤
幘
」
は
、「
奴
」（
使
用
人
）
に
仕
事
を
課
し
て
と
い
う
よ
う

に
、宗
文
が
使
用
人
と
共
同
で
仕
事
を
す
る
よ
う
に
言
い
つ
け
て
い
る
。

ま
た
、
宗
文
に
い
い
つ
け
た
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
問
い
、
宗
文
が

そ
れ
に
答
え
て
い
る
さ
ま
も
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
学
を
失
っ
た

宗
文
に
対
し
て
、
奴
と
と
も
に
、
生
き
て
い
く
術
を
細
か
く
伝
授
し
て

い
こ
う
と
い
う
親
心
が
窺
わ
れ
る
。
少
々
口
う
る
さ
く
、
説
教
じ
み
て

は
い
る
が
、
親
亡
き
後
も
子
ど
も
が
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
と
願
う
杜

甫
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、「
課
伐
木
」（
七
六
七
年
　
宗
武
十
四
歳
・
宗
文
十
七
歳
）
と

い
う
長
い
序
文
の
付
い
た
詩
を
次
男
の
宗
武
（
宗
文
に
作
る
テ
キ
ス
ト

も
あ
る
）
に
示
し
て
い
る
。

　
課
隸
人
柏
夷
，
辛
秀
，
信
行
等
入
谷
斬
陰
木
，
人
日
四
根
止
，

維
條
伊
枚
，
正
直
挺
然
。
晨
征
暮
返
，
委
積
庭

。
我
有
藩
籬
，

是
缺
是
補
，
載
伐
篠

，
伊
仗
支
持
，
則
旅
次
小
安
。
山
有
虎
知

禁
，
若
恃
爪
牙
之
利
，
必
昏
黑
摚
突
。
夔
人
屋
壁
，
列
樹
白
萄
鏝

為
牆
，
實
以
竹
，
示
式
遏
。
為
與
虎
近
，
混
淪
乎
無
良
，
賓
客
憂

害
馬
之
徒
，

活
為
幸
，可
默
息
已
。
作
詩
示
宗
武
（
一
作
文
）
誦
。

長
夏
無
所
為
，
客
居
課
童
僕
。
清
晨
飯
其
腹
，
持
斧
入
白
谷
。

青
冥
曾

後
，
十
里
斬
陰
木
。
人
肩
四
根
已
，
亭
午
下
山
麓
。

尚
聞
丁
丁
聲
，
功
課
日
各
足
。
蒼
皮
成
委
積
，
素
節
相
照
燭
。

藉
汝
跨
小
籬
，
當
仗
苦
虛
竹
。
空
荒
咆
熊
羆
，
乳
獸
待
人
肉
。

不
示
知
禁
情
，
豈
惟
干
戈
哭
。
城
中
賢
府
主
，
處
貴
如
白
屋
。

蕭
蕭
理
體
淨
，
蜂
蠆
不
敢
毒
。
虎
穴
連
里
閭
，
隄
防
舊
風
俗
。
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泊
舟
滄
江
岸
，
久
客
慎
所
觸
。
舍
西
崖
嶠
壯
，
雷
雨
蔚
含
蓄
。

牆
宇
資
屢
修
，
衰
年
怯
幽
獨
。
爾
曹
輕
執
熱
，
為
我
忍
煩
促
。

秋
光
近
青
岑
，
季
月
當
泛
菊
。
報
之
以
微
寒
，
共
給
酒
一
斛
。

　
こ
こ
に
は
、
序
文
の
冒
頭
に
隷
人
（
下
僕
・
し
も
べ
）
三
人
「
柏
夷
」

「
辛
秀
」「
信
行
」
の
具
体
的
な
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
虁

州
で
杜
甫
が
雇
っ
た
現
地
の
使
用
人
で
あ
り
、
彼
ら
の
他
に
も
女
性
の

阿
稽
や
阿
段
と
呼
ば
れ
る
少
年
な
ど
幾
人
か
の
使
用
人
が
詩
の
中
に
登

場
す
る
。
彼
ら
に
対
す
る
杜
甫
の
眼
差
し
は
優
し
く
敬
意
に
満
ち
て
い

て
、
そ
の
技
能
の
高
さ
と
謙
虚
で
誠
実
な
生
き
方
に
心
を
動
か
さ
れ
て

い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

　
こ
の
詩
で
は
、
彼
ら
に
命
じ
て
、
木
や
竹
を
伐
り
出
し
て
虎
の
侵
入

を
防
ぐ
柵
を
作
ら
せ
た
り
、
垣
根
な
ど
を
修
理
さ
せ
た
り
し
て
も
ら
う

が
、
そ
の
卓
越
し
た
技
能
と
誠
実
な
働
き
ぶ
り
に
感
謝
し
、
た
く
さ
ん

の
酒
を
労
い
に
出
そ
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を

息
子
に
示
し
て
誦
ぜ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
、
虁
州
と
い
う

土
地
で
，
技
能
を
身
に
付
け
、
そ
れ
を
使
い
こ
な
し
な
が
ら
誠
実
に
生

活
を
切
り
拓
い
て
い
く
現
地
の
人
々
に
対
す
る
敬
意
を
持
っ
て
接
す
る

こ
と
や
、
そ
の
姿
に
学
ん
で
息
子
た
ち
に
こ
の
地
で
生
き
て
い
く
よ
う

に
と
い
う
杜
甫
の
思
い
が
読
み
取
ら
れ
よ
う
。
も
は
や
自
分
が
長
安
に

帰
る
可
能
性
は
皆
無
に
近
い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
子
ど

も
た
ち
の
来
し
方
行
く
末
に
思
い
を
馳
せ
る
杜
甫
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。

　
ま
た
、
宗
文
、
宗
武
の
二
人
に
対
し
て
の
詩
も
あ
る
。

　「
熟
食
日
示
宗
文
宗
武
」（
七
六
七
年
　
宗
武
十
四
歳
・
宗
文
十
七
歳
）

消
渴
游
江
漢
，
羇
棲
尚
甲
兵
。
幾
年
逢
熟
食
，
萬
里
逼
清
明
。

松
柏
邙
山
路
，
風
花
白
帝
城
。
汝
曹
催
我
老
，
回
首
淚
縱
橫
。

　
寒
食
の
日
（
熟
食
：
冬
至
か
ら
一
〇
五
日
目
を
挟
む
三
日
間
、
火
を

使
わ
ず
に
冷
た
い
も
の
を
食
べ
る
風
習
）
に
、
今
年
も
故
郷
に
帰
っ
て

先
祖
の
墓
参
が
で
き
な
い
こ
と
を
嘆
き
悲
し
む
詩
を
兄
弟
に
示
し
て
い

る
。「
汝
曹
催
我
老
」
と
、
お
ま
え
た
ち
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
自
分

が
ど
ん
ど
ん
年
老
い
て
く
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
杜
甫
は
、
い
よ
い

よ
自
分
亡
き
後
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
が
大
い
に
気
掛
か
り
で
あ
ろ

う
。

　「
又
示
兩
兒
」（
七
六
七
年
　
宗
武
十
四
歳
・
宗
文
十
七
歳
）

令
節
成
吾
老
，
他
時
見
汝
心
。
浮
生
看
物
變
，
為
恨
與
年
深
。

長
葛
書
難
得
，
江
州
涕
不
禁
。
團
圓
思
弟
妹
，
行
坐
白
頭
吟
。

　
こ
の
詩
に
お
い
て
も
、「
令
節
成
吾
老
，
他
時
見
汝
心
」
と
、
ま
す

ま
す
私
は
老
い
て
い
く
が
、
い
つ
か
お
ま
え
た
ち
も
こ
の
時
の
私
の
気

持
ち
が
わ
か
る
と
き
が
来
る
だ
ろ
う
と
、
我
が
亡
き
後
の
子
ら
の
思
い

を
推
し
量
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
弟
妹
た
ち
か
ら
は
一
向
に
便
り

が
な
い
と
、
孤
立
を
深
め
る
杜
甫
一
家
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
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る
詩
で
あ
る
。

　
こ
の
後
、
杜
甫
は
虁
州
を
離
れ
、
船
で
湖
南
を
漂
泊
す
る
こ
と
に
な

る
の
だ
が
、
こ
の
虁
州
を
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
場
の
ひ
と
つ
と
定
め

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
虁
州
刺
史
の
柏
茂
林
の
援
助
を
受
け
、
農

園
と
果
樹
園
を
持
ち
、米
と
野
菜
作
り
を
し
て
い
た
杜
甫
が
、学
を
失
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
場
と
し
て
、現
地
の
人
と
馴
染
み
、溶
け
合
っ

て
こ
の
地
で
生
き
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
求
め
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。「
秋
野
」
五
首
其
五
に
、「
兒
童
解
蠻
語
、
不
必
作
参
軍
」（
我

が
子
は
こ
こ
で
暮
ら
す
う
ち
に
、
蛮
族
の
言
葉
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

た
。
蠻
語
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
蛮
族
を
管
理
を
し
た
蛮
府
参
軍
に
な

る
必
要
な
ど
な
い
）
と
あ
る
。

　
こ
の
の
ち
、
杜
甫
の
死
後
の
二
人
の
足
跡
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
冒

頭
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
次
男
宗
武
は
江
陵
で
貧
し
く
暮
ら
し
、
嗣
業

を
設
け
て
、
最
終
的
に
元
稹
に
墓
碑
銘
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
長
男
の
宗
文
の
行
方
は
知
れ
な
い
。
ひ
よ
っ
と
す
る
と
、
農
に

生
き
る
術
を
教
え
て
も
ら
い
つ
つ
使
用
人
た
ち
と
虁
州
に
残
り
、
農
業

を
糧
と
し
て
暮
ら
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
詩
を
残
す
、
詩
を
伝
え
る
こ

と
は
、
杜
家
の
家
長
と
し
て
、
父
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
生
活
の
術

を
伝
え
、
生
き
る
基
盤
を
築
く
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
二
つ
目
は
、
②
家
族
に
託
す
こ
と
で
あ
る
。
杜
甫
に
は
弟
妹
が
複
数

い
た
の
で
、
自
分
の
詩
集
を
託
す
こ
と
が
あ
っ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
詩
の
内
容
や
価
値
が
理
解
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、

事
実
上
の
家
長
で
あ
っ
た
杜
甫
の
詩
が
弟
妹
た
ち
の
手
元
に
あ
っ
た
こ

と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
何
か
の
機
会
に
そ
れ
が
世
に
出
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
一
つ
の
可
能
性
、
そ
れ
は
、
お
そ
ら

く
杜
甫
の
娘
婿
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
呉
郎
と
い
う
人
物
に
詩
を
託
す

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
呉
郎
が
歌
わ
れ
た
詩
は
三
つ
あ
る
。

　
　「
簡

郎
司
法
」

有
客
乘
舸
自
忠
州
，
遣
騎
安
置
瀼
西
頭
。
古
堂
本
買
藉
疏
豁
，
借

汝
遷
居
停
宴
遊
。

雲
石
熒
熒
高
葉
曙
，
風
江
颯
颯
亂
帆
秋
。
卻
為
姻
婭
過
逢
地
，
許

坐
曾
軒
數
散
愁
。

　「
簡
」
と
は
手
紙
を
送
る
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
手
紙
代
わ
り
の
詩
と

い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。「
司
法
」
は
司
法
参
軍
の
こ
と
で
、
州
の
長
史
・

司
馬
の
下
に
位
置
す
る
属
官
、
府
や
市
で
刑
罰
を
司
る
官
職
を
さ
す
。

呉
は
杜
甫
の
姻
戚
な
の
で
「
郎
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん
で
い
る
。

忠
州
か
ら
や
っ
て
来
た
呉
郎
に
自
分
の
住
ん
で
い
た
瀼
西
の
家
を
貸
し

与
え
た
。
呉
は
司
法
参
軍
と
い
う
、
そ
れ
な
り
の
地
位
の
あ
る
役
人
な

の
で
、
少
し
は
詩
に
つ
い
て
の
教
養
も
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、

姻
戚
と
し
て
娘
婿
に
、
父
と
し
て
詩
集
を
託
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　「
又
呈

郎
」

堂
前
撲
棗
任
西
鄰
，
無
食
無
兒
一
婦
人
。
不
為
困
窮
寧
有
此
，
祗

緣
恐
懼
轉
須
親
。



66

杜甫の「詩家自覚」異説〈論文〉

即
防
遠
客
雖
多
事
，
便
插
疏
籬
卻
甚
真
。
已
訴
徵
求
貧
到
骨
，
正

思
戎
馬
淚
盈
巾
。

　
こ
の
詩
で
は
、
家
を
貸
す
に
あ
た
っ
て
、
隣
の
寡
婦
に
恐
怖
を
与
え

な
い
よ
う
配
慮
し
て
欲
し
い
と
事
細
か
な
指
示
を
伝
え
て
い
る
。
戦
乱

で
夫
を
亡
く
し
徴
税
に
よ
る
貧
困
に
喘
い
で
い
る
婦
人
の
立
場
に
思
い

を
寄
せ
て
欲
し
い
と
現
役
の
役
人
で
も
あ
る
呉
郎
に
注
文
を
つ
け
て
い

る
。
こ
の
詩
を
受
け
取
っ
た
呉
郎
が
ど
ん
な
思
い
を
も
っ
た
の
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
呉
郎
は
杜
甫
が
遠
慮
な
く
思
い
切
っ
て
言
え
る
相
手
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
詩
は
、
そ
の
呉
郎
が
重
陽
の
節
句
の

前
日
に
杜
甫
を
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
時
の
も
の
で
あ
る
。

　
　「
晚
晴

郎
見
過
北
舍
」

圃
畦
新
雨
潤
，
愧
子
廢
鉏
來
。
竹
杖
交
頭
拄
，
柴
扉
掃
徑
開
。

欲
棲
群
鳥
亂
，
未
去
小
童
催
。
明
日
重
陽
酒
，
相
迎
自
醱
醅
。

　
呉
郎
が
農
作
業
の
手
を
や
め
て
訪
ね
て
く
れ
て
、
遅
く
ま
で
話
し
込

ん
で
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
明
日
は
一
緒
に
重
陽
の
菊
酒
を
飲
も
う

と
明
日
の
来
訪
を
迎
え
て
い
る
詩
で
あ
る
。
呉
郎
の
杜
甫
に
対
す
る
気

遣
い
と
そ
れ
を
素
直
に
感
謝
す
る
杜
甫
の
気
持
ち
が
率
直
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。
呉
郎
は
礼
節
を
守
り
な
が
ら
も
杜
甫
と
十
分
に
話
し
が
で
き

る
人
物
だ
っ
た
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
呉
郎
に
詩

集
を
託
し
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　
最
後
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
③
家
族
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
。
杜
甫

が
呉
郎
に
瀼
西
の
家
を
貸
し
与
え
た
頃
、
一
説
に
よ
る
と
杜
甫
は
妾
を

娶
っ
た
と
も
再
婚
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
長
年
連
れ
添
っ

た
妻
の
楊
氏
が
四
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
存

す
る
杜
甫
の
詩
に
妻
の
死
を
歌
っ
た
も
の
が
な
い
の
で
、
こ
の
可
能
性

は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
妾
を
娶
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
そ
れ
な

り
の
根
拠
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
七
七
〇
年
に
臧
玠
の
乱
を
避
け
て
衡

州
に
入
っ
た
時
の
詩
「
入
衡
州
」
の
中
に
「
遠
歸
兒
侍
側
，
猶
乳
女
在

旁
」
と
、
遠
く
か
ら
帰
れ
ば
息
子
は
側
に
付
き
添
い
、
乳
飲
み
子
の
娘

も
傍
ら
に
い
た
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
ま
た
、
絶
筆
と
さ
れ
る
「
風
疾

舟
中
伏
枕
書
懷
三
十
六
韻
奉
呈
湖
南
親
友
」
に
「
瘞
夭
追
潘
岳
」
と
、

昔
潘
岳
が
幼
児
を
亡
く
し
て
旅
先
の
路
傍
に
埋
葬
し
た
の
と
同
じ
こ
と

を
し
た
と
い
う
一
節
が
あ
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
も
し
も
、
杜
甫
が
楊

婦
人
を
亡
く
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
子
ど
も
や
一
家
の
た
め
に
も
再
婚

は
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
ど
ん
な
女
性
だ
っ
た
の
か
。
一
説
に

は
、
当
時
住
ん
で
い
た
虁
州
の
婦
人
だ
っ
た
の
で
、「
山
妻
」
と
呼
ん

だ
の
か
も
し
れ
な
い
（「
孟
倉
曹
步
趾
領
新
酒
醬
二
物
滿
器
見
遺
老

夫
」）。
で
は
、
楊
夫
人
が
生
存
し
て
い
た
場
合
に
妾
を
娶
る
の
は
な
ぜ

な
の
か
。
そ
れ
は
、
杜
家
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
新
た
に
家
族
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
も
し

妾
が
虁
州
の
現
地
の
人
な
ら
ば
、
家
族
が
今
後
生
き
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
生
活
の
基
盤
を
築
く
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
し
、
長
男
宗
文
も
生
活

の
糧
を
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
相
次
ぐ
反
乱
の
勃
発
や
病
に
苦
し
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む
最
晩
年
の
杜
甫
の
状
況
を
考
え
た
と
き
、
今
日
で
は
、
こ
の
選
択
は

無
理
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
一
千
三
百
前
の
死
生
観
、
し
か

も
、
仙
術
を
志
し
た
こ
と
の
あ
る
杜
甫
に
と
っ
て
は
、
そ
ん
な
に
突
拍

子
も
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
新
し
い
命
に
自
身

の
命
を
託
す
。
詩
を
残
す
こ
と
、
詩
を
伝
え
る
こ
と
に
は
、
杜
甫
が
命

を
懸
け
た
執
拗
な
ま
で
の
執
念
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

お
わ
り
に
．

　
以
上
、
杜
甫
の
詩
が
後
世
に
残
さ
れ
た
可
能
性
を
、
杜
甫
自
身
の
生

活
と
行
動
の
産
物
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
。
そ
の
根
底
に
は
、

杜
家
の
家
業
を
継
承
し
、
途
絶
え
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
強
烈
な

思
い
「
詩
家
自
覚
」
と
、
そ
の
具
体
的
な
手
段
と
し
て
、
杜
家
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
、
今
後
の
家
族
の
生
活
を
持
続
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
家
長
と
し
て
の
大
き
な
責
任
が
あ
っ
た
。

そ
れ
故
、
当
時
の
社
会
情
勢
や
息
子
た
ち
の
特
性
を
見
極
め
て
学
問
と

は
異
な
る
生
き
る
術
の
可
能
性
を
探
り
、
そ
の
時
点
で
の
実
現
可
能
な

選
択
肢
を
考
え
、
そ
の
実
現
に
む
け
て
死
に
至
る
ま
で
行
動
を
し
続
け

た
の
で
あ
っ
た
。

　
絶
筆
に
お
い
て
「
家
事
丹
砂
訣
，
無
成
涕
作
霖
」
と
述
べ
た
杜
甫
だ

が
、
杜
甫
の
詩
家
自
覚
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
と
将
来
を
見
据
え
つ
つ
、

強
か
に
か
つ
し
な
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
家

事
を
含
め
持
続
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
方
向
の
可
能
性
に
対
し
て
誠
実
に
努

力
し
続
け
、
最
終
的
に
後
世
に
自
身
の
「
詩
集
」
を
伝
え
る
こ
と
を
実

現
さ
せ
た
杜
甫
こ
そ
「
詩
聖
」
と
い
う
名
に
相
応
し
い
と
考
え
る
。
提

出
し
た
各
論
に
つ
い
て
は
詳
細
な
論
証
が
必
要
だ
が
、
ま
た
稿
を
改
め

た
い
。

注
．

＊
杜
甫
の
詩
は
、
下
定
雅
弘
・
松
原
朗
編
『
杜
甫
全
訳
詩
注
㈠
～
㈣
』 

講
談
社
学
術
文
庫
二
〇
一
六
所
収
の
も
の
を
も
と
に
し
た
。こ
の
本
は
、

清
・
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
註
』
を
底
本
に
し
て
い
る
。

（
注
１
）
杜
甫
が
い
つ
ど
こ
で
亡
く
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
定
説
が
な

い
。
耒
陽
県
で
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
際
に
県
令
聶
某
か
ら
贈
ら
れ

た
酒
肉
を
大
飲
大
食
し
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
『
新
唐
書
』
巻

二
〇
一
等
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
注
２
）
元
稹
（
七
七
九
～
八
三
一
）
は
、
唐
の
詩
人
、
官
僚
。
字
は

微
之
。
白
居
易
（
七
七
二
～
八
四
六
）
と
深
い
交
友
を
結
び
、
唱

和
詩
や
新
樂
府
の
ほ
か
、
伝
奇
小
説
『
鶯
鶯
傳
』
を
書
い
た
。

（
注
３
）
樊
晃
（
生
没
年
不
明
）
は
、
唐
の
詩
人
、
官
僚
。
潤
州
刺
史

の
在
任
期
間
は
七
七
〇
年
～
七
七
一
年
と
さ
れ
る
。

（
注
４
）
古
川
末
喜
作
成
の
年
表
は
、
下
定
雅
弘
・
松
原
朗
編
『
杜
甫

全
訳
詩
注
㈣
』
講
談
社
学
術
文
庫
二
〇
一
六
所
収
の
も
の
を
も
と

に
し
た
。

（
注
５
）
中
　
純
子
「
詩
の
編
纂
」『
詩
人
と
音
楽
』
知
泉
書
館
二
〇
〇

八
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（
注
６
）
黒
川
洋
一
「
杜
甫
と
佛
教
」『
杜
甫
の
研
究
』
創
文
社
一
九
七

七
。

（
注
７
）
中
澤
希
男
「
唐
人
選
唐
詩
考
」
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人

文
科
学
編
一
一
）
一
九
七
三

（
注
８
）
杜
甫
が
孟
雲
卿
を
歌
っ
た
詩
は
次
の
四
首
が
残
っ
て
い
る
。

孟
雲
卿
が
杜
甫
を
歌
っ
た
詩
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

「
酬
孟
雲
卿
」　
七
五
八
（
乾
元
元
）
年

「
冬
末
以
事
之
東
都
湖
城
東
遇
孟
雲
卿
復
歸
劉
顥
宅
宿
宴
飲
散
因

為
醉
歌
」　
七
五
八
（
乾
元
元
）
年

「
解
悶
十
二
首
」
其
五
　
七
六
七
（
大
暦
二
）
年

「
別
崔

因
寄
薛
據
孟
雲
卿
」　
七
六
七
（
大
暦
二
）
年

（
注
９
）
冨
山
敦
史
「
韋
莊
編
『
又
玄
集
』
中
の
杜
詩
七
首
に
つ
い
て
」

　
国
文
―
教
育
と
研
究
三
九
　
　
奈
良
教
育
大
学
国
文
学
会

二
〇
一
六

（
注
⓾
）
杜
甫
「
戯
為
六
絶
句
」
は
、
杜
甫
独
自
の
文
学
観
を
六
つ
の

絶
句
で
表
明
し
て
い
る
。

　「
戲
為
六
絶
句
」

庾
信
文
章
老
更
成
，
凌
雲
健
筆
意
縱
橫
。
今
人
嗤
點
流
傳
賦
，
不

覺
前
賢
畏
後
生
。

楊
王
盧
駱
當
時
體
，
輕
薄
為
文
哂
未
休
。
爾
曹
身
與
名
俱
減
，
不

廢
江
河
萬
古
流
。

縱
使
盧
王
操
翰
墨
，
劣
于
漢
魏
近
風
騷
。
龍
文
虎
脊
皆
君
馭
，
歷

塊
過
都
見
爾
曹
。

才
力
應
難
誇
數
公
，
凡
今
誰
是
出
群
雄
。
或
看
翡
翠
蘭
苕
上
，
未

掣
鯨
魚
碧
海
中
。

不
薄
今
人
愛
古
人
，
清
詞
麗
句
必
為
鄰
。
竊
攀
屈
宋
宜
方
駕
，
恐

與
齊
梁
作
後
塵
。

未
及
前
賢
更
勿
疑
，
遞
相
祖
述
復
先
誰
。
別
裁
偽
體
親
風
雅
，
轉

益
多
師
是
汝
師
。

　
特
に
其
六
に
は
、
自
分
の
才
能
が
前
代
の
詩
人
た
ち
に
及
ば
な

か
っ
た
と
し
て
も
、自
分
の
才
能
に
疑
い
を
も
っ
て
は
い
け
な
い
。

前
代
の
詩
人
の
優
れ
た
作
品
を
お
手
本
と
し
て
、『
詩
経
』
の
精

神
に
背
く
詩
を
退
け
て
い
け
ば
、
模
範
と
す
べ
き
詩
人
、
作
品
が

多
く
な
り
、
自
分
に
と
っ
て
の
師
と
な
る
の
だ
と
、
時
流
の
党
派

に
依
ら
な
い
杜
甫
独
自
の
詩
論
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
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